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TST-2 球状トカマク装置では、予備電離、電流

駆動を目的にオーミックコイルに 10 kHz 以下の

交流電圧を印可する AC オーミックコイル運転実

験を行っている。本講演では主として予備電離に

ついて報告する。 

AC オーミックコイル運転は、通常のオーミッ

ク放電の百分の一程度の磁束変位を用いるため、

小型軽薄な中心ソレノイドで実現可能という利

点がある。また、生成されたプラズマが周回電圧

の極性反転時も消滅せずに積算されていくため、

小さな周回電圧（最小で 0.5 V）で予備電離が可

能である。さらに、垂直磁場印可により駆動プラ

ズマ電流に正負非対称性が生じ、プラズマ電流に

直流成分が現れるという特徴がある[1]。 

TST-2では予備電離過程の理解と最適化を目的

に、種々の運転パラメータで実験を行った。図１

は、典型的な放電波形を示したもので、交流電場

印可後しばらくしてから交流プラズマ電流が観

測され始めること、交流電場印可直後から発光強

度が指数関数的に成長し、その後プラズマ電流の

振幅、発光強度が飽和しているのがわかる。 

 図２は周回電圧に対する成長率、飽和プラズ

マ電流、飽和発光強度を示したもので、電圧と

共にこれらの量が上昇しているのがわかる。他

に充填ガス圧力依存性、周波数依存性、トロイ

ダル磁場依存性、外部垂直磁場依存性、ガス種

依存性を測定した。これらの各種依存性や飽和

は、従来のトマカクでのBreakdownの考え方に

基づくモデルで定性的に大よそ説明できるが、

定量的には、数倍から一桁近い差が実験とモデ

ルにある。また発光検知開始時間の外部垂直磁

場依存性等、モデルとは明らかに違う振る舞い

も見られ、従来の考え方では不十分であること

がわかった。 
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図１：ACオーミックコイル運転の典型的な放電波

形。上からプラズマ電流、周回電圧、光検出器信

号。３種の光検出器を用いてダイナミックレンジ

を確保している。 
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図２：成長率、飽和プラズマ電流、飽和発光強

度の周回電圧依存性。 
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